
 

 

 

 

 

                                            

 

令和２年第４回（６月）瀬戸内市議会定例会一般質問通告一覧表 
 

 

1 

発言

順序 

議席番号 

氏  名 
質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

答弁を 

求める者 

1 10 番 

島津幸枝 

1.新型コロナ感染症の自粛要請に

伴う中小企業者等の減収対策に

ついて 

(1) 中小企業者等の営業を守る支援制度の拡充を 

(2) 他市が実施している水道料金減免を実施すべきでは 

(3) 令和２年度納付分から固定資産税減免を実施すべきでは 

(4) 国民健康保険の傷病手当金の対象は被用者だが、個人事業主等

にも対象を広げてはどうか 

 
市長 

副市長 

市民部長 

産業建設部長 

上下水道部長 

 

2.山鳥毛の特別陳列及び博物館関

連予算について 
(1) 特別陳列及び、関連予算についての詳細は。また、今議会補正

予算で計上する理由は 

(2) 感染防止対策事業委託料 700 万円の詳細は 

 
副市長 

文化観光部長 

2 

 

 

 

 

5 番 

布野浩子 

 

 

 

1.観光政策について 

 

 

 

 

(1) 山鳥毛の特別展示の開催方法は 

(2) 牛窓海遊文化館の整備予定と今後の活用方針は 

(3) 国の「Ｇｏ Ｔｏキャンペーン（仮称）」をうまく活用して、当

市の観光施設や自然の豊かさなど市の良さを盛り込んだ企画を

してはどうか 

 

 
市長 

副市長 

文化観光部長 
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2 

発言

順序 

議席番号 

氏  名 
質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

答弁を 

求める者 

2 5 番 

布野浩子 

 

2. 災害支援について (1)避難所における新型コロナウイルス感染症拡大を防止するた

め、避難場所や人員の確保をどのように考えているのか 

(2)県外からの災害ボランティアの減少が予測されるが、市内の事

業者と災害時応援協定を締結してはどうか。また、地域のボラ

ンティアグループ等の連携、住民の意識改革が必要だが、計画

は 

 
市長 

副市長 

総務部長 

福祉部長 

3 2 番 

角口隼一 

1.新型コロナウイルス感染症に対

する医療体制の整備について 

(1) 院内感染を起こさせないための対策は。また、医療従事者等を

守る体制整備は進んでいるのか 

(2) ＩＣＴ機器等の導入による遠隔診療及び被対面型診療導入等の

検討状況は 

 
市長 

病院事業管理者 

病院事業部長 

4 4 番 

日下俊子 

1.コロナ禍における介護予防につ

いて 

 

(1) はつらつ教室、ふれあいサロンの現行数と現在再開が確認でき

ている数は 

(2) 地域の介護予防の取り組みについて、一日も早く元の状態に戻

すための方策は 

 
市長 

副市長 

福祉部長  

 

2.コロナ禍における避難所の対策

について 

(1) 避難所運営マニュアルが４月に示されたが、市民への周知は 

(2) 避難所運営にも感染症予防対策が必須だが、その対策は 

(3) 届出避難所の登録状況は 

(4) 感染症予防を考えると、避難所の数が足りていないと考える

が、対策は 

 
市長 

副市長 

総務部長 

こども・健康部長 
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3 

発言

順序 

議席番号 

氏  名 
質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

答弁を 

求める者 

5 12 番 

小野田光 

1.新型コロナウイルス感染症に関

する取り組みについて 

(1) 感染拡大防止と社会経済活動の両立を図るため、国から「新し

い生活様式」が示されたが、市独自のガイドラインを策定して

は 

(2) すべての公共施設において感染拡大防止策を講じているのか 

(3) コロナ禍において事業継続が難しくなっている事業者、事業主

に対する市独自の支援策は 

(4) 学校におけるオンライン学習環境や市内全域のオンライン環境

の整備を急ぐべきでは 

 

 
市長 

副市長 

教育長 

総務部長 

財務部長 

こども・健康部長 

産業建設部長 

教育次長 

 

6 3 番 

高間直美 

1.３密を防ぐ避難所について 

 

(1) 避難所に段ボールベット、パーテーション、テントなどの備品

を配備しては 

(2) 模擬避難所運営を行い、指定避難所の収容人数の把握を行って

は。また、収容不足を補うため、学校の教室利用や民間施設の

活用、届出避難所を増やす取り組みなども検討すべきでは 

(3) 在宅避難、親戚避難、車中避難など各自で考える避難の推進に

マイタイムラインを活用してはどうか 

(4) 要配慮者の避難所確保はどのように行うのか 

 
市長 

副市長 

教育長 

総務部長 

福祉部長 

教育次長 

 

2.新型コロナウイルス感染症に係

る学校の支援について 

(1) 小中学校における学習支援スタッフの増員や施設等の消毒を行

うスタッフの配置を検討しては 

 
市長 

教育長 

教育次長 

 



4 

4 

発言

順序 

議席番号 

氏  名 
質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

答弁を 

求める者 

7 

 

8 番 

竹原 幹 

 

1.下水道事業と浄化槽政策につい

て 

(1)下水道処理区域内の接続率向上への取り組みは 

(2)下水道処理区域外は、合併浄化槽の設置を推進するしかない

が、普及策について問う 

①設置補助金の上乗せをすべきでは 

②改修に対する補助制度を新設する考えは 

③地域し尿処理施設であるコミュニティプラントにも補助制度を

設けては 

④単独浄化槽から合併浄化槽に転換する場合は、補助制度があ

る。汲み取り便所からの改修にも補助するべきでは 

⑤低所得者世帯の設置に対する支援策が必要ではないか 

(3)下水道計画に入っている地区とそれ以外の地区があり、不公平

感が存在していると考えるが、どのように事業を進めていくの

か 

 
市長 

副市長 

市民部長 

環境部長 

上下水道部長 

8 18 番 

室﨑陸海 

1.自然を活用した環境整備につい

て 

(1) 新型コロナウイルス感染症の予防には免疫力を高めることが効

果的とされている。免疫力を高めるためには森林セラピー等、

自然を活用した取り組みが役立つとの科学的な根拠も示されて

いる。市民の健康増進及び観光政策の目玉として、森林、里

山、河川、海辺等を整備し、ストレスを軽減させ、免疫力を高

める取り組みを行ってはどうか 

 

 
市長 

副市長 

産業建設部長 

文化観光部長 



5 

5 

発言

順序 

議席番号 

氏  名 
質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

答弁を 

求める者 

9 

 

16 番 

廣田 均 

 

1.新型コロナウイルス感染症対策

について 

(1) 国の持続化給付金と市独自の支援策の取り組みはどうするのか 

(2) 市民の遠隔学習機会の確保、テレワークのために光ファイバを

整備し、情報通信環境を整えるとの説明だが、具体的な取り組

みは 

(3) 市内でクラスターが発生した場合、市民病院はどのように対応

するのか 

(4)農業者、漁業者に対しての支援策をどうするのか 

市長 

副市長 

病院事業管理者 

財務部長 

産業建設部長 

文化観光部長 

病院事業部長 

10 

 

 

6 番 

厚東晃央 

 

 

1.新型コロナウイルス感染症対策

について 

(1) 高校生の子どもがいる世帯へも経済的な支援策を実施すべきで

はないか 

(2)学校現場での教員や支援員の増員体制は 

 
市長 

教育長 

市民部長 

教育次長 

2.新火葬場について (1) 環境福祉常任委員会で全体事業費が増額する予定との報告があ

ったが、詳細は 

(2) 岡山市との協定はどのような内容で、いつまでに締結するのか 

 

 

 

 

 
副市長 

環境部長 



6 

6 

発言

順序 

議席番号 

氏  名 
質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

答弁を 

求める者 

11 11 番 

原野健一 

1.新型コロナウイルス感染症対策

を考えた市営バス運営について 

 

(1) 感染症対策の現状と今後の新たな対策は 

(2) 令和２年３月、４月の乗車人数は 

(3) 感染症対策を講じながらでも運行すべきだと思うが、市営バス

の利用について、市民にはどのようにＰＲしていくのか 

 

 
市長 

副市長 

総合政策部長 

 

2.新型コロナウイルス感染症の発

生による行政運営等について 

(1) 新型コロナウイルス感染症の発生により、本市の行政のあり方

として最も学んだことは 

(2) 新型コロナウイルス感染症の影響で、市内の観光関連産業も大

きな打撃を受けているが、もっと支援策に力を注ぐべきでは 

 

 
市長 

副市長 

総務部長 

産業建設部長 

文化観光部長 

12 1 番 

岡國太郎 

1.新型コロナウイルス感染症に係

る今後の対応について 

 

(1) 今回の補正予算で市内の光ファイバ網を整備する事業者への負

担金が計上されているが、市民の在宅学習や在宅勤務、オンラ

イン診療、移住促進等を後押しする情報環境の整備を進める方

策は 

(2) ３密を防ぐ観点から、現在の災害時指定避難所の収容人数の見

直しと不足数への対応の方策は 

(3) 市民病院のスタッフ及び救急隊員用の防護服、フェイスシール

ド、手袋、医療用マスク等の在庫状況と今後の補充計画は 

 
市長 

副市長 

教育長 

病院事業管理者 

総務部長 

財務部長 

総合政策部長 

消防長 

病院事業部長 

教育次長 

 



7 

7 

発言

順序 

議席番号 

氏  名 
質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

答弁を 

求める者 

13 7 番 

河本裕志 

1.新型コロナウイルス感染症対策

について 

 

(1) 緊急事態宣言も解除されて移動域も拡大していく中、北海道、

北九州市のように第２波の兆候が見られる現状について問う 

①市内医療施設において発熱外来対応の対策はできているのか 

②夏になれば熱中症の搬送も増加するが、緊急搬送時、感染症の

判断をどのように考えているのか 

③市として市民を守るためにどう考えているのか 

 

 
市長 

病院事業管理者 

こども・健康部長 

消防長 

病院事業部長 

2.コロナ禍での寄り添いについて (1) 介助や見守りを必要とした高齢者への在宅支援をどうするのか 

(2) ひきこもり状態にある人や家庭をどのように支援していくのか 

 

 
市長 

福祉部長 

 


